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昭和 50年度平城宮跡発掘調査部発掘調査概報

平城宮跡発掘調査部は、昭和 50年度の発掘調査を第 1表 のよ うに実施 した。

以下に概要を報告する。

第 1表 昭和50年度発掘調査一覧表

次 数 区地査調 面 積 調査期間 考備

87(引ヒ)

87(弓富)

94

95--1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

96

第一次内裏東半地区

左京八条三坊十 。十五坪(奈良市東九条町姫寺960)

法華寺旧境内 (奈良市法華寺町448-1)

海竜王寺北方 、( 〃

平城宮東面大垣 ( ″

〃  903--1.3.4)

〃 818-2)

法華寺旧境内 ( 〃  〃 630-33)

〃   ( 〃 法華寺東町419)

第二次内裏北方 ( 〃 佐紀東町2192)

法華寺旧境内 ( 〃 法華寺北町937-1)

〃   ( 〃 法華寺町)

西大寺旧境内 ( 〃 西大寺芝町 1-1-5)

西一坊大路  ( 〃 佐紀町2610)

平城宮北面大垣 ( ″  〃 塚本2465)

左京三条二坊六坪 (奈良市尼ケ辻町ゴドサ甲609-1)

薬師寺食堂北方地域

北門南方地域

八幡院

大安寺北イ曽房

東僧房東方

3,400"

2,830

2,500

58.5

4,200

48

7.21- 7.24

8.19- 8.21

825- 8.26

9.3 ～ 9.6

98 - 9,13

1027～ 1030
76年

1.20

127- 1.30
75年

5.30- 7.9
10.13～ 12.23
75年

9.10-10.1

925- 9.29

切5～ 4.2
75年 !

12.6 ～12.23

12.11´ヤ12.17

中谷佐一氏所有地

北良夫氏所有地

川崎末雄氏宅

川西唯夫氏宅

福山寛氏宅

田中友一氏宅

東口剛氏宅

奈良市(水道管敷設工事 )

西大寺境内

蘊原義高氏所有地

加茂実氏宅

奈良郵便局移転予定地

大西光夫氏所有地

大西巡氏所有地
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推定第 1次内裏東半地区発掘調査 (第 87次北・南)

平城官跡第 87次調査は 1975年 7月 2日 か ら同年 10月 2日 までと、 197

6年 1月 6日 か ら同年 3月 25日 までの両度にわたり、推定第 1次 内裏の東北部お

よびそれに東接する地域で実施 した。調査面積はおよそ 6230π (東西 78駒 ・

南北 80乳 )で ある。

1 調査地区

推定第 1次内裏は平城宮の中央北寄りに位置し、その北半は宮内でも最 も高台

の好所を占める。今回の調査地区はその高台の東縁にあたり、北は通称一条通、

東は歌姫街道に接する。当調査部の地区割に従えば 6ABC― U-6ABC― V

・ 6ABP― A・ 6ABP― B地区である。調査区の西側は第 69次・ 72次調

査として、一条通を隔てた北側は第 7次調査としてすでに発掘調査済である。

調査地の中央には南北に通る一段の段差がみられ、それを境にして西側一段高

い部分が 6ABP地 区、東側が 6ABC地 区である。 この段差は奈良時代の築地

位置を踏襲 した水田の畦畔であるが、築地の東半部は水田造成時に削 りとられて

いた。

調査地区の上層は、上層を耕土・床上が一面に覆 う。床上の下層は 6ABC地

区と 6ABP地 区で若干様相が異なる。 6ABC地 区西半では床上のす ぐ下に礫

を多 く含む地山がある。地山は東へ向かってゆるやかな傾斜を もち、東半では地

山の下がりに応 じて次第に厚みを増す黄褐色粘質上の整地層がみられた。 まだ東

半では地山の凹凸が激 しく、部分的な整地が行われている。 6ABP地 区南半で

は床上の下がすぐ赤褐色粘質上の地山となるが、北半には地山の上に敷きつめた

灰褐色バラス混 りの整地層が残存 していた。この整地層は厚 さ 1 0cη前後で、南

へゆ くほど薄 くなり、南半では全 く認められなくなる。

2 遺 構

今回検出した遺構は埠積の擁壁・築地回廊・築地 。建物・塀・門・溝 。暗渠等

で、このうち建物・塀・門はすべて掘立柱を用いたものである。その他に瓦・土
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器などを合む 多 くの上壊がある。

A期 の遺構

この時期に属する遺構には O積 の擁壁 1(SX6600)、 建物 2棟 (SB8

315・ 8330)、 門 1(SB8333)、 塀 3条 (SA3777・ 8229
。8231)、 溝 3条 (SD3715。 3790・ 8327)、 暗渠 2(SX83

07・ 8311)が ある。溝 SD8327と 塀 SA3777お よび建物 SB83

30に は重複関係があり、 A期 は少な くとも 2時期に細分できる。

この時期には推定第 1次 内裏の東面は築地回廊あるいは塀で限られる。その西

側は南面を高い博積の擁壁 SX6600に よって限られる敷地が造成され、東側

の発掘区東端には北から南へ流れる平城宮の基幹排水路 SD3715が 掘 られる。

基幹排水路に沿っ土西岸には SB8315。 SB8330が 建つ。

博積の擁壁 SX6600は すでに第 69次調査で検出されており、今回はその

東延長部分を発掘 した。南に向か ってゆるやかに下が る地山の南方を切 りとって

造成 した高い壇で、現状で 1.7統程の高さをもつ。壇前面の壁に■を平積みにし

て化粧を施 している。壇の前縁は当調査地西南隅において斜'めに南方へ張 り出し、

発掘区の南端で再びわずかに北寄 りに振れて東へ延びることが確認された。東方

への延長は発掘区外となる。

今回の調査地区では SX6600の 壇上で A期 に属する建物は検出されなかっ

た。壇の下は一面にバラスを厚さ 12師程に敷きつめている。

塀 (SA3777)は 発掘区中央を南北に通る。 16間 分を検出 した。柱掘形

は一辺約 1.2陶 の方形で、一辺約 40側の正方形を呈する柱痕跡を もつものがあ

った。 (こ の塀は第 27次・ 41次調査で南方部分が検出されており、第 27次

調査では角柱の柱根が出上 している。)柱間は 155尺 等間であるが、北から 8

番 目の柱穴を欠 き、そこでは柱間 31尺 となる。 またこの部分の東側に 20尺隔

てて SA3777と 平行 に塀 SA8231が ある。 5間 分が検出され、柱間は南

の 4間が 10尺等間、北 1間が 7尺 である。 SA3777の 柱間 31尺のところ

は東面の出入口で、 SA8231は その目隠塀 と想定される。

―-  4 -―



東面を画する築地回廊は、その側柱の礎石跡が削平されていて検出できなかっ

たが、発掘区中央南端において西側雨落溝 SD3790を 検出した。 SD379

0は底にバラスを敷きつめた溝で、発掘区南端か ら約 1197bの ところで南へ 1段

下がる。北方は 1097b程 の間に底のバラス敷きの痕跡をのこすのみで、以北は削

平されている。溝には廃絶時に投げ込まれたとみられる瓦片・凝灰岩片 。バラス

などがつまっていた。 SD3790が 一段下がったところか ら暗渠 SX8311

にようて築地回廊の基壇下を雨落溝 と直角に東方へ抜けた溝 SD8327が その

まま東へ流れ、基幹排水路 SD3715に 注 ぐ。

SX8311は 素掘 りで、幅 9 0cη の掘形をもつが、中央の幅 30側 の部分に

汚れた上がつまっていて、木樋などの施設のあった可能性が強い。溝 SD832

7は 塀 SA3777の 住位置を通過 しているが、この部分は後世の溝によってす

でに削平されており、塀との前後関係は不明であった。

これとは別に築地回廊には SX8311の 北方約 8向 のところに盲暗渠 SX8

307が 設けられている。 SX8807は 幅約 80読 、深さ 30印で地山を V字

状に切り込み、バ ラスをつめたものである。

東面築地回廊には発掘区中央で門 SB8333が ひ らく。柱間 1間 。10尺で、

築地の一部を切りとった簡単な門であろう。北側の柱穴は浅 く、 B期 の門 SB8

230の 柱穴によって切 られている。 この門 SB8333の 東側に築地回廊と平

行 に塀 SA8229が ある。塀は 5間で、柱間は 8尺等間である。門 SB833

3に対応 しており、 目隠塀と考えられる。

溝 SD3715は 宮内の基幹排水路のひとつである。素餌 りの大溝で、発掘区

の東端部で検出した。幅 3紀 前後、深さ 15阿 を測る。この溝は後の B期 ・ C期

においても改修されながら存続 している。

SD3715の 西岸 には SB8330が 建てられる。南北棟建物で、規模は桁

行 6間 。梁間 2間、柱間は桁行が 10尺等間、梁間が 9尺等間である。棟通 りに

は 2間 おきに間仕切の柱が立つ。 この建物の東側柱は後のSD3715改 修の際

に削 られてしまったらしく、部分的にしか検出できていない。 SB8330の 内
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部を溝 SD8327が 通過するために両者は共存 し得ないが、柱穴 と溝 との重複

関係はな く、両者の前後関係は不明である。 SB8330は B期 の建物 SB88

20と 重複関係があ り、 SB8320よ りも古い。建物 SB8315は SB83

30の 西北にある南北棟建物で南妻柱筋が SB8330の 北妻柱筋に揃 う。 B期

の建物 SB8320の 廃絶時に掘られたと思われる土城の下層で検出した。建物

規模は桁行 3間 、梁間 2間 で、柱間は桁行、梁間とも 5尺等間である。

期 遺  構 柱 間 数 備 考 期 遺  構 柱 間 数 備 考

A SB8315

8330
8333

SA3777
8229

8231

SD3715

3790

8327

SX8307
8311

3× 2

6× 2

1

14以上

5

4

間仕切

F]

目隠塀

基幹俳水路

築地回廊雨落溝

盲暗渠

暗渠

C SB8218 A

32181B

8219

8222

8224
8300

8305

8310

8325

SA3819
6624

6629

8217

SD3715
6607

6631
8226

8227

8301

SX8309

5× 2

7× 4

6× 4

3以上 ×4

7× 2

3× 2

5× 2

12以上

16

11

隅欠四面廂

三面隅欠廂

東西廂

F日

南北妻に廂

東面築地

基幹排水路

築地雨落溝

雨落溝

暗渠

B SC5500
6670

SB8210

8215

8230

8240
8245

8302
8320

SD3715
6618
8211

8214

8216

16以上

3以上

6× 2

1× 2

5× 2

7× 3

2以上 × 2

7× 2

東面築地回廊

北面築地回廊

間仕切

F]

総柱

間仕切

基幹排水路

雨落溝

築地回廊雨落溝

D SB8234
SA8238

SD8237
8239

6× 2

28以 上

南妻に廂

第 2表 第87次 (北・南)調査遺構時期別表

―
｀
6 -―



B期 の遺構

B期 の主な遺構には築地回廊 2棟 (SC5500・ 6670)、 門 1棟 (SB

8230)、 建物 6棟 (SB8210・ 8215・ 8240。 8245。 830

2・ 8320)、 溝 5条 (SD3715。 6618・ 8211・ 8214・ 821

6)が ある。建物・門・塀はすべて掘立柱を用いたものである。 またB期 に属す

る建物はすべて南北棟で、柱間はどれ も10尺である。

この時期にはA期 のよ専積擁壁 SX6600は 埋立てられ、壇の前縁は南方へ拡

張される。推定第 1次 内裏の東面と北面をめぐる築地回廊 SC5500。 SC6

670が 新たに建設されて、築地回廊で囲われた区画内の壇上には 10尺方眼の

地割を基準 とする整然 とした建物配置がみられるようになる。東面の築地回廊の

東側は幅 15駒 にわたって遺構がみられず、 A期 から存続する基幹排水路 SD3

715の 西側に沿って 2棟 の南北棟建物 SB8240・ SB8320が 建てられ

る。

築地回廊 SC6670は 発掘区北端部で、南側柱と想定される 4個 の礎石抜取

跡を検出したのみである。 SC5500は 発掘区の中央を南北に通 りA期 の東面

築地回廊の位置に一致す る。西側は 16間分、東側はほとんど削平されていたが、

発掘区南端で 1間分の側程礎石根石列を検出した。 このうち 1個 の礎石掘形が、

A期 の塀 SA3777の 柱掘形を切 り込んで掘 られている。回廊側柱の柱間は 1

3,3尺 強の等間で、あるいは 40尺 を 3等分 した可能性もある。梁間は 2間で、

柱間 12尺等間である。築地本体は削平されており、検出できなかった。

SC5500に は発掘区中央で門 SB8230が 設けられている。門の桁行は

1間で柱間 15尺、異間は、門の東半が削平されているが、 2間で柱間 12尺等

間と推定される。 この問は築地回廊 SC5500と 棟通 りを揃え、推定第 1次内

裏の中軸線か ら東へ 300尺 の位置にある。門 SB8230は また、北面築地回

廊の推定心か ら南へ 150尺 の位置にある。築地回廊 SC5500。 SC667

0に 囲まれた内側で、回廊雨落溝 SD8216。 SD8214を 検出した。幅 4

0師、深さ 1 0 cn程 の素掘 りの溝で、 2条の溝は回廊の東北入隅部において合流
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し、東方へ流れ出る。 SD8216は 北方約 20統 を検出したが、以南は削平さ

れていた。

築地回廊で画された内部で 4棟の建物を検出 した。北方で東西に 2棟並ぶ SB

8210。 SB8215は 桁行 6間・梁間 2間 の同規模・同形式を もつ。両建物

の棟通 りには北から 2番 目の柱筋に も柱が立 っていた。両建物は第 69次調査で

検出されているSB6669の 北側柱筋に北妻を揃える。 SB8215は 東面築

地回廊 SC5500の 心から 50尺の位置にあり、 SB8210と は 20尺 の間

隔をあけて建つ。 SB8215の 南には 30尺の間隔をおいて建物 SB8245

がある。 SB8245は SB8215と 東側柱筋を揃えている。桁行 7間 。梁間

3間の総柱建物である。 SB8210。 SB8215・ SB8245に はその北

側と東側を通って、、素掘 りの雨落溝 SD6618と SD8211が L字型にめぐ

る。 SB8245の さらに南方、 40尺 の間隔をおいて建物 SB8302が ある。

この建物は SB8245と 西側柱筋を揃えている。 SB8302は 南半を削平さ

れてしまって、北端の桁行 2間分 しか検出できなかった。梁間は 2間である。

その他築地回廊の区画内では北辺に近 く、上羨 SK8212・ SK8213を

検出した。いずれ も深さ 30m前 後で、少量の上器 。瓦片が出土 した。

東面築地回廊 SC5500の 東方、発掘区東端 に、基幹排水路 SD3715が

あり、この溝の西岸に沿 って南北に建物 SB8240と SB8320が 建て られ

ている。北側が SB8240で 、後述の C期 の溝 SD8227の 下層で検出した。

桁行 5間 ・梁間 2間 である。柱掘形は一辺 1.2η前後の方形で、建物外方へ向か

って柱を抜いた跡がある。南側は SB8320で 、桁行 7間 。梁間 2間 である。

棟通 りの北か ら 4番 目の柱筋に柱穴があり、建物を北 3間 と南 4間 に間仕切 って

いる。この建物の西側柱の位置にあたって点々と上装があり、柱抜取後の柱穴の

くばみをゴミ捨場として利用 したものらしい。少量の上器と比較的多量の瓦片が

出上 した。

C期 の遺構

C期 に属する遺構は建物 8棟 (SB8218-A・ 8218-B・ 8219・
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8222・ 8224・ 8300・ 8305。 8325)、 F日 1棟 (SB8310)

塀 3条 (SA6624・ 6629・ 8217)、 築地 1条 (SA3819)、 溝

6条 (SD3715・ 6607。 6631・ 8226・ 8227・ 8301)、

暗渠 2で ある。建物・門・塀はすべて掘立柱を用いていた。 C期には塀で仕切 ら

れた区画内の建物の建替えによって CI o C2の二時期がある。

この時期には B期 の築地回廊は築地に改修される。築地に囲まれた内部の東北

部には塀 SA6629・ SA6624に よって囲い込まれた区画が形成され、そ

れを塀 SA8217で 南北 2つ の区画に仕切 って、各々に 1棟ずつの建物を配す

る。区画の南側にも建物が配される。

築地で囲まれた内部の排水は 2本の溝で東方の基幹排水路 SD3715に 流れ

込む。築地の外側、東方の排水路までの間は顕者な遺構が少 なく、基幹排水路に

近 くやや小規模な建物 SB8325が みられる。

築地 SA3819は 東面を画する施設で、その中心線は B期 の東面築地回廊 S

C5500と 一致する。築地本体は東半部がすでに削平されており、西半部で厚

さ 20師 前後の、流れ出 した築地積上の堆積を認めた。築地心から西へ 10尺の

ところには、 これと併行する幅 30師、深さ 10例程の素掘 りの雨落溝 SD82

26が ある。また SA3819に は、調査地区の南端で門 SB8310が ひらく。

SB8310は 南半が調査区外にな り未発掘であるが、柱間寸法からみて、桁行

3間・梁間 2間 の八脚門と推定される。柱間寸法は桁行北端間が 8尺、北から 2

間 目が 13尺 で、 ここを中央間と推定した。梁間は 9尺等間である。なお北辺を

限る築地は一条通の下に想定されるが、今回の調査では確認 していない。

築地に囲まれた内側の東北隅は塀 SA6624・ SA6629・ SA8217

によって仕切 られる。塀柱間はすべて 10尺等間である。 SA6629は 南北方

向の塀で、おそらく北端では北面築地にとりつ くと思われ、 16間南へのびて東

西方向の塀 SA6624に とりつ く。 SA6624の 西側は調査区外にのび、東

側はSA6629と の交点から 11間 のびて、東面築地 SA3819に とりつ く。

この築地と塀で囲まれた区画はさらに東西方向の塀 SA8217に よって南北二
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つの区画に等分される。 SA8219は 11間 で、西端は塀 SA6629に 、東

端は東面築地 SA3819に それぞれとりつ く。 SA6624が 築地にとりつ く

ところでは、東端の柱と築地との間に凝灰石や河原石を敷き並べているのがみ ら

れた。

南北の各区画には 1棟ずつの建物が配される。Ci期 には南の区画にSB821
9、 北の区画に SB8218-Aが 建てられる。 SB8219は 桁行 5間・異間

2間 の東西棟建物で、柱間は桁行 。梁間とも10尺等間。 SB8218-Aは 桁

行 5間・梁間 2間の東西棟建物で、柱間寸法は桁行 9.5尺等間、梁間 10尺等間
である。 SB8218-Aは 、その後南へ 8尺程ずらして、全 く同規模の建物 S

B8218-Bに 建て替えられ る。 SB8219。 sB8218-Aは 東面築地

から約 50尺 の間隔をおき、東側の妻柱筋をそろえて建て られる。 また SB82
19は 区画の南北中央に位置 し、建物の柱筋を塀 SA6629の 柱位置に一致さ

せている。建て替え られた建物 SA8218-Bも やはりSA8219と 東妻を

揃える。 このとき柱筋を塀 SA6629の 柱位置に一致させるようにする。

C2期 になるとこの区画内の建物はSB8219が sB8224に 、 SB821
8-Bが SB8222に それぞれ建替えられる。 SB8224は 桁行 5間 。10

尺等間、梁間 2間 ・10尺等間の身舎四面に、 12尺 の幅で隅欠の廂をもった東西

棟建物で、身舎には間仕切がある。身舎の柱筋を周囲を画する塀 SA6624・

SA6629・ SA8217の 柱位置に揃えている。なおこの建物の身舎東妻の

柱下には、根腐れ補修のためか、後に礎石が差 し込まれている。

SB8222は 桁行 5間 ・梁間 2間 の身舎の南・北 。西 3面 に 12尺幅の隅欠

廂をもつ。身舎の柱間寸法は前身建物の柱間を踏襲 しており、桁行 9.5尺等間、

梁間 10尺等間である。 SB8222は SB8224と 西の妻柱筋を揃える。 こ

の時期に SA6629か ら 10尺隔てた東側に平行に、柱間 2間の短かい塀が設

けられる。 これは目隠塀 と考えられ、 SA6629の 柱間のうち SA6624か

ら北へ 6間 目とSA8217か ら北へ 6間 目にそれぞれ対応するので、 この柱間

が両区画の出入口と想定される。
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塀で囲まれた区画の南には他に2棟 の建物、 SB8300と SB8305が あ

る。 SB8300は 調査地区の西南隅で検出した。南北棟建物で東西に廂をもつ。

南半が未発掘であるが、北半の桁行 3間分を検出 した。梁間は 4間で、柱間は桁

行、梁間ともに 10尺等間である。建物の東側に沿 って北方の溝 SD6607か

ら南へ流れ出す浅い溝 SD830と があり、これが建物の東側のところで急に深

くなる。 SD8301は SB8300の 雨落溝を兼ねたものであろう。建物 SB

8305は SA6624の 南側にある東西棟で、桁行 7間 ・梁間 2間 、柱間は桁

行が 95尺等間、梁間が 8尺等間である。

築地に囲まれた区画内の排水は、東西に流れる二条の排水溝 SD6607と S

D6631に よって処理される。 SD6631は 塀 SA8217の 北側 2乳 のと

ころを塀に沿って東流 し、築地 SA3819の 雨落溝 SD8226に 合流 して約

10駒 南へ流れ、そこで再び東折 して築地の下を暗渠によって東側へ抜ける溝 S

D8227と なり、基幹排水路 SD3715に 注 ぐ。暗渠は凝灰岩切石を組んだ

もので、底石 と側石の一部が残存 していた。溝 SD8227の 築地東方約 15紀

の間はすでに削平 されていて検出できなかった。 もうと条の溝 SD6607は 塀

SA6624の 南約 16向 のところを東流する。築地の西側では幅 lη 、深さ 1

0凱程で、中央の幅 40側 の部分がそれより 20m程 掘 りくばめられており、両

側と中央の掘 りくぼめ られたところに玉石の抜取痕跡がある。築地部分では暗渠

SX8309で その下を抜け、そのまま東流 して東方の基幹排水路 SD3715

に流れ込む。 SX8309に は玉石の抜取痕跡はみられず、バラス・瓦片・土器

片を混 じた汚れた上がつまっていた。 この部分に人頭大の河原石 3個があるが、

後から投げ込まれたものである。 SD6607の 築地東側 1077bの 間はすでに削

1平 されていて検出できなか った。またその東方 もわずかに溝底をとどめるのみで、

玉石で組まれていたか どうかは不明である。

溝 SD6607と SD3715の 合流点に近く、建物 SB8325が 建て られ

る。 SB8325は 南北棟建物で、桁行 3間 ・ 7尺等間、梁間 2間・ 7尺等間の

身舎南北の妻狽1に幅 10尺 の廂を付 した建物である。
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D期 の遺構

この時期に属する遺構には、建物 1棟 (SB8234)、 塀 1条 (SA823

8)、 溝 2条 (SD8237・ 8239)が ある。溝 SD8237、 SD823

9と塀 SA8238は その位置関係か ら一連の遺構と考えられる。

溝 SD8237と SD8239は 調査地区の東半を南北に平行 して流れる。 S

D8237は 幅 lη前後、深 さ約 30旬 、 SD8239は 幅 60師前後、深 さ約

15師、両溝の心々距離は約 4.5駒 である。溝は素掘 りで、 この地区を東西に流

れる溝 SD6607・ SD8227・ SD8327の どれよ りも新 しい。溝 SD

8239は 浅いために、北部では削平されて、検出できなかった。 この 2条の溝

SD8237と SD8239に はさまれた部分の中央に、塀 SA8238が つ く

られる。柱間は 9尽等間である。塀には発掘区南端で門がひらく。門の柱間は南

側の柱穴の一部しか検出していないので確定できないが、およそ 18尺程になる。

溝と塀とによって画された東側、発掘区の中央に、南北椋建物 SB8234が

建てられている。桁行 6間・ 8尺等間、異間 2間 。7尺等間の建物で、南か ら 2

列 目の棟通 りに も柱が立つ。塀 SA8238と の距離は約 20尺である。

その他の遺構

発掘区西半 (6ABP地 区)で は C期 の建物 SB8224・ SB8229と 重

複 して、 SB8228が ある。柱穴の切合いからB期 よりは新 しい。桁行 5間、

梁間 2間の建物 とも考えられるが、 C期の建物の足場穴の可能性も残 る。

築地回廊 SC5500の 基壇上、門 SB8230の 南約 6紀 のところで、平瓦

を南北 1列 に敷いた上に丸瓦を伏せた遺構 SX8332を 検出 した。平瓦は 7枚、

丸瓦は 6個残 っている。性格は不明である。

発掘区東半 (6ABC地 区)北端では、壁際で 5個 の柱穴 SB8236を 検出

した。第 7次調査 との関係で大規模な南北棟建物は考えに くい。東西棟の建物か

あるいは塀であろう。整地層から掘 り込 まれており、また遺構の重複状況から、

C期 の可能性が強い。

6ABC地 区の東半、基幹排水路 SD3715に 沿った西側には、多数の上壊
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が掘 り込まれていた。

3 遺 物

今回の発掘により出上 した遺物は瓦・鴬・土器・金属器がある。遺物について

は現在整理中であり、とくに調査中に気のついた範囲の記述にとどめる。

瓦は型式の判明したものでは、当調査部の編年でいう第皿期 (天平 18年～天

平宝字初頭)に あたる奈良時代中頃の瓦が比較的多い。

嬉のほとんどはA期 の薄積の擁壁 SX6600の 前面から出上 した。この中に

方形の痔が混ざっていたことは注目される。この簿は簿積擁壁の上縁に用いられ

たものか、あるいは壇の上面の舗装に使用 していた可能性 もある。

土器は土師器・須恵器の他、灰釉・緑釉陶器がみられ、三彩を施 した鉄鉢の破

片 も出上した。その他土馬 3点 が出上 している。全般的に見ると奈良時代の末頃

と考えられる土器が多い。埓積擁壁 SX6600埋 立て時の整地上中からは、SK

219の 遺物と同時期とみられる土師器、杯 Aの破片が出土 している。

金属器では刀子・飾鋲・鉄釘 。銅釘・鉄針 と万年通宝 1点が出上 している。

4 まとめ

今回の調査によって推定第 1次 内裏の東北隅部分 と、それに東接する地区の様

相が明らかにされた。

推定第 1次 内裏の郭内において、第 69次 ・ 72次調査の結果、A期 には壇上

の中心部に建つ基壇建物の存在が報告されてい る。今回の調査地区内ではA期 の

建物の存在は認められなか った。 B期 の建物は今回の調査で 7棟 を検出した。そ

の建物皿置は、 10尺 方眼の基準地割を もつ整然 とした配置であり、 10尺 等間

の建物が第 69次 ,72次 の調査で検出した中心部の建物 と柱筋を合わせて配置

されている。 C期 には前回の調査でも築地で囲まれた郭内中心部分の正殿の背後

に、塀によって囲い込まれた一画を検出したが、今回調査 した郭内の東北部分に

おいても築地の東北入隅部を塀によって囲い込み、南北に並ぶ 2つ の区画をつ く

って、その各々に 1棟ずつの建物を配する状況がみいだされた。 このような配置

は、古図にみる平安宮内裏東北隅部分の昭陽舎・淑景舎の品置に類似 しており、
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今後この時期における推定第 1次 内裏地域の性格を知る上に大きな手がかりとな

ろう。

各時期の年代は、 A期 が奈良時代前半、 B期 は奈良時代後半、 C期 は奈良時代

末以降にあてられる。

今回検出した東面築地回廊 SC5500の 桁行柱間は 13.3尺 強を計 り、 第

27次 ・ 41次調査の結果 とは異なる値を得た。今回の調査の所見か ら、当調査

地区に現存する根石列によって復原される築地回廊を B期 の造営に比定 したが、

築地回廊についてはまだ多 くの問題を残 しており、今後の成果や他地区との比較

により検討 してゆかなければならない。

また、第 69次調査で検出したA期 の壇上の南縁にあたる博積擁壁 SX6600

は東に直進せず、 今回の調査地の西端で斜め南方にまがることが判明した。 こ

れによって、A期 の壇上敷地は、東西に袖を もつ空間であることが想定できる。

この擁壁 と東面を画する築地回廊 SC5500、 あるいは塀 SA3777と のお

さまりについては今後の調査にまたねばならない。

A

当I I

第 3図 推定第 1次内裏遺構変遷図
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宮跡内および周辺民家密集地域の現状変更届等に

かかる調査 彿95-3・ 6・ 10・ 11次 )

平城宮北面条地

第 4図  第95-H次発掘遺構図

-15-



土器の細片を発見 したにすぎない。

Aト レンチで検出 した責色粘上の盛土は、平城宮北面大垣ないしはその嬬地 (犬

走 り)に 関する遺構であり、バ ラス敷は京極大路に関するものとみ られ る。

今回の調査によって、指定地内に存在する土塁状遺構が北面大垣そのものであ

る確信をえた。現状では北面大垣の遺構としてはこの地域をおいてほかにな く、

十分な保存がのぞまれる。

西―坊大路 (10次 ) 調査地は南北に長い水田であり、その南と北に東西方

向の トレンチを設定 した。両 トレンチで検出した遺構はほ ゞ同じで、 トレンチの

西部幅約 4続 の部分は、水田下の床上を除去すると暗褐色砂質上の地山があらわ

れ、平城京西一坊大路路面敷と考え られた。東部の幅約 1.4η 、深 さ約 4 0cmの

溝で、灰色粘質上、青灰色砂質上が堆積 しており、下層の砂質土から少量の上器

片が発見 された。この溝は西一坊大路東側溝にあたる。ただ調査地内では幅員の

全体を検出 しておらず、東岸はさらに東にのびると考え られる。

今回の発掘所見 と、さきに近接地での調査 (第 82-4次 )で 西側溝を検出し

てお り、その結果、大路の幅員が約 24駒 (80尺 )で あることが判明 した。

なお 3次 は一条通 りよ り北側、東面大垣のす ぐ内部に位置する民家の改築にと

もなうトレンチ調査で、南北に走る溝 2条を検出したが、直接大垣に附属するも

のではな く、その内側で平行 して造 られた排水用施設 と考えられた。

また 6次 は第 2次内裏北方の外郭官行地区の北東部にあた り、農小屋を車庫に

改築する事前調査として約 12πを発掘 した。 この地は従来の調査から市庭古墳

の周濠を埋立て、官行を造営 したことが確認 されている。今回もこの埋立てによ

る整地上を現わ し、さらに東西に走る築地南縁部を検出した。 この築地の本体は

発掘区に北接する現道路にあ り、外郭官行の北辺を限 る築地塀 と思われる。但 し

その築地に伴 う側溝などは今回の調査では発見されなかった。なお築地の南に南

北 26続 以上、東西 1.8続 以上、深さ 2 5cmの 上壊が存在 し、土器・ 瓦片と共に

軒瓦 3点の出上をみた。
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皿 薬師寺の発掘調査

今回の調査は薬師寺伽藍の環境整備にともなう事前調査である。調査は食堂北

方、北門西南方、および八幡院 (六条大路側溝)地区である。なお、北門西南方

地域は調査面積が小さくまた後世の破壊が者 しく斜行溝を検出したにとどまり、

記述を略す。

食堂北方地域  調査地は、北国参道をへだてた東側で、発掘された食堂基壇北辺

から約 30η 北方の地点に当る。金堂西側にあ った唐院の移転予定地で、昭和

40年仮金堂建設にともない一部発掘が行われた所である。

上層の層位は、上層から、近年の盛上である茶褐色土層 (厚 さ 30師 )、 耕土

である黒色腐植土層 (2 0cm)、 赤褐色粘質土層 (30側 )、  暗灰色粘質土層

(10側 )、茶灰色粘質土層である。発掘区西北部の一部では、赤褐色粘質土層と

暗灰色粘質土層の間に黄褐色粘質上層 (20師 )が入 り、また東南部では、赤褐

色粘質上層と茶灰色粘質上層の間に四層に分かれる砂層がある。赤褐色粘質土層

は若子の遺物を合み、ある時期の整地層で、暗灰色粘質土層以下が地山である。

遺構 :発見遺構は、赤褐色粘質上面で大小 6個 の上壊、暗灰色粘質土面で、奈

良時代 と考えられる東西棟掘立柱建物 2棟 および上療 1な どを発見 した。赤褐色

土面で検出した上壊は、全て不整形で発掘区全体に散在 している。埋上、遺物か

ら二群に分けられる。一群は、発掘区北寄 りに東西に並ぶ 2個 の上壊で、平安・

鎌倉時代の巴文軒丸瓦、瓦器を包合 した鎌倉時代の上壊であり、もう一群は南部

にある 3個 の上嫉で、大量の瓦、平安時代の緑釉・灰釉を出上 し、平安時代の瓦

廃棄のための上竣 と考えられる。 もう 1個 の上壊は北端東寄 りにあり、昭和 40

年の調査で大部分を掘 っている。

暗灰色粘質上面の掘立柱建物 2棟 は、発掘区北部に重複 して検出した。 2棟 と

も 2間 × 4間 以上の東西棟建物と考えられ、北寄 りの SB01は 柱間寸法 8.5尺

(2.5縮  復原尺 0.295統 )、 南寄 りの SB02は 10尺 (3.0乳  0,297

続)で ある。東妻をそろえ、柱穴の切合い関係か らSB01が SB02よ り古い。
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遺構面の削平や新 しい土壊による破壊などのため、

確認できなかった柱穴もあり (SB01で は北側柱

の東か ら第一番目、南側柱の第一、二番目、 SB0

2で は北側柱の第二番 目の柱穴が未確認)、 SB0

2は身舎異間 2間、東西両廂付き南北棟建物 (4間

× 3間以上)に なる可能性 もある。柱掘形は、 SB

01が 一辺 70師 前後の四辺形、 SB02が 一辺 1

傷前後の四辺形で、埋土は両者 とも赤褐色粘質上で

ある。 SB01で 7個 の柱根が、 SB02で 6個 が  第5図 食堂引ヒ方遺構配置図

遺存 していた。また柱穴の立ち割 りによれば、 SB02の 柱穴では柱の沈下防止

のため掘形の底に平瓦片を入れこんでいた。柱掘形の深 さは、SB01が 15～

20師、 SB02が 40例前後であり遺構面の削平が著 しいことを示 している。

発掘区西北部で、暗灰色粘質上の上に、 SB01の 柱掘形がほりこまれた黄褐色

粘質土があるが、これは削平された整地層の残 ったものであろう。ちなみに、本

発掘区遺構面を附近の調査で確認 した遺構面の標高と比較すると本発掘区の遺構

面が標高 59.9～ 60.Oη 、本発掘区西北方の昭和 40年 9月 高天商店の調査、

西南方の昭和 49年 10月 西僧房食堂調査の食堂西北角の両者の遺構面が 603

碗である。後二者は、旧地表をほぼ残 していると考えられ、本発掘区遺構面とは

0,3～ 04統 の差がある。 このほか発掘区東北隅付近に柱穴 2、 南端中央付近に

柱根 2、 SB02内 に土墳 1を検出したが、柱穴・柱根は本発掘区内では建物に

まとまらなかった。

遺物 :遺物は、大部分赤褐色粘質土面の上壊から出上 し、暗灰色粘質土面では

遺構面の削平のためほとんど出上 していない。瓦は、平箱約 20箱 におよび、南

部の 3個 の上鍍か ら特に多 く出上 している。軒瓦の大部分は、本薬師寺式複弁連

華文軒丸瓦、同式偏行唐車文軒平瓦で、ほかに片岡王寺式細弁蓮華文軒丸瓦、本

薬師寺式重弁蓮華文軒丸瓦、橘寺式複弁蓮華文軒丸瓦各 1点、平安・鎌倉時代の

巴文軒丸瓦、鎌倉時代の連珠文軒平瓦などが数点出上 している。
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土器は平箱約 30箱分出上 している。南部の 3個 の上壊からは主に奈良末～平

安初の上師器・須恵器、ほかに平安初期の緑釉花文線刻血、平安中期の灰釉壷各

1点が、北寄 りの 2個 の上城からは瓦器が出上 している。 このほか、南部の西側

の上壊から、奈良時代の緑釉の建物模型の伺欄部分の断片、およびガラス片各 1

点が出土 している。

2棟 の東西棟建物の時期・ J陛格については資料が乏 しく確定できないが、一応

次のように考えておきたい。時期は、建物の規模、掘立柱建物柱掘形出上の奈良

時代前期の須恵器などか ら、両者 とも奈良時代と考える。性格については、両者

が東妻を揃えていて SB02が SB01の 建て替えと考えられること、食堂・十

字廊 (食殿)の 後方に位置することから、両者 とも大炊屋などに関係する建物と

考える。

八幡院地区 調査地は八幡神社北側であり平城京六条大路南側溝 と右京七条二

坊一坪内の 2ケ 所の上墳を検出した。溝幅は約 40統 深さ約 17乳 である。南岸

には径 10例 ほどの丸太を 30例 間隔に打ちこんだ護岸施設がみられた。溝内堆

積土から奈良時代の須恵器、土師器、瓦が少量出上した。満から薬師寺南面築地

までの心 々距離は約 340陶 である。

Ⅳ 大安寺の発掘調査

大安寺旧境内において家屋新築等にともなう事前調査を 2件行なった。

北僧房 調査地は従来の大安寺旧境内発掘調査結果か らみて講堂を囲む三面僧

房の東北隅で、北僧房の東端附近 と推定される。調査は 33乳 X5碗 の南北 トレ

ンチ、 9碗 × 3陶 の東西 トレンチを設定 し、約 192だ について行なった。調査

の結果、発掘区北側で中房の一部を検出したが、南半分は中世以降の上壊や撹乱

によってすでに削平され、大房を検出することができなかった。鎌倉時代初頭と

考えられる井戸 1基を検出したに留まった。

遺構 :中房・北面中房の梁行通 りの礎石および根石列を 2列検出した。 1列 に

4つ の礎石があり、大梁をかける位置にも柱をもつ梁行 3間 の総柱建物である。
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梁行の柱間寸法は 10尺等間であり、『資

財帳』の中房の記載や昭和 41年度西面僧

房調査の中房の柱間寸法 と一致する。桁行

の柱間寸法については、礎石が動いている

ため、正確な数値は求められないが 10尺

以上であろう。礎石は西列で 2個、東列で

4個 の計 6個 を検出したが、いずれも原位

置を移動 している。東列礎石は、高低があ

り根石等の据付け痕跡が認められないこと

から、いずれ も原位置か ら西に動いている

と考えられる。西列礎石も若千移動 してい

るものの、削平された南の柱位置をのぞい

て、人頭大の根石を もった据付け痕跡が検

出されている。礎石は東列南の逆我頭方錐 第 6図 北イ曽房遺構配置図

形の凝灰石製礎石のほかは自然石を用いている。なお、梁行北側柱心から約 16

統北で遺構面に落差 (20帥 )があり、基壇状になっている。

井戸 :発掘区南半で検出した。柱を転用 したとみ られる円形の井筒を用い、そ

の上方は軒瓦・丸平瓦・嬉・凝灰岩切石を積み重ね化粧 している。井筒は、長さ

約 16碗 、径 08碗 あり〔半我 してからくりぬいたもので、下端には地下水を入

れるための仕国が設けてある。出上 した瓦器によって鎌倉時代初頭のものと考え

られる。

遺物 :遺物は遺構面を覆 う暗灰色粘質土から多量に出土 した。その多 くは瓦類

で、土器は少ない。瓦類は、軒瓦・丸平瓦のほか鬼瓦・嬉などが出上 している。

大半は、奈良時代のものであるが、若干、平安・鎌倉時代のものも混 じる。125

点出上 した軒瓦のうち、いわゆる大安寺式 とよばれ る単弁 16弁連華文軒丸瓦

(6138)と 、羊歯状に連なる 3回 反転均整唐革文軒平瓦 (6712)の 組み

合せが半数近 くを占めている。

▲

八

9   ____  19m

的 0

一- 20 -―



土器類は量的に少な く、いずれ も小片である。土師器 (皿・杯・甕
。燈明皿 )

須恵器 (杯・蓋・鉄鉢・竜・奏・浄瓶 )の ほか、瓦器 。施釉陶器などが出上 した。

時期は、奈良時代中葉から鎌倉時代にかけてのものが混在する。施釉陶器には、

灰釉円面硯 。二彩皿・緑釉椀・皿・壺・青磁椀などがある。

他に埴輪が出上 しているが、大安寺寺域内の杉山古墳のものである。

東僧房東方 調査地は、大安寺旧境内東面僧房の東側にあたる。

検出した遺構は、東西棟建物 2棟、南北溝 1条 、土装等である。検出面は地表

下 30～ 40側 の灰褐バラス層 (地山)で ある。東西棟建物は 2棟 とも西妻柱の

みの検出であったが、柱通りを揃えて配置 している。南北溝は幅 4阿 、深さ 06

続と大規模なものであり、東面僧房の外側を区画する位置にあたる。なお、凝灰

岩製の切石(35× 8 0 cfn)が 据付けられた状態で出上したが、その性格は不明である。

V 法華寺旧境内の発掘調査 (第 95-1・ 4・ 5 8次 )

法華寺旧境内における発掘調査を 5件実施 した。いずれも家屋改築にともなう

事前調査であり、発掘面積 も限 られている。しかも後世の撹

乱が著 しく、顕者な遺構はわずかであった。 95-4次 は法

華寺旧境内南半中軸線に近 く、位置的に南門が想定できる場

所での調査で、建物 1棟、東西溝 1条を検出した。

建物遺構は南北に並ぶ小穴列であり、柱間 2.4続 、 2 FB3分

である。 この小穴列の北 30陶 の位置には、 40× 50c“の

天端の平 らな石があり、これを同一建物の礎石と想定するこ

ともできる。 もしそうであれば、前述 した 3つ の小穴はいず

れも礎石の抜取 り痕跡であり、南北 3間 以上の礎石建物が復

原できよう。建物については、発掘区が狭長なため、東西方

向の規模は不明である。東西溝は幅 50師 前後、深さ 10c冊

が残存 していた。溝の南側には面を揃えた川原石が並ぶが、

北側ではその痕跡が明瞭でない。あるいは溝の南側に存在す

0           5m

第 7図 第95-4次遺構図
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る建物と関連 して、溝の片側にのみ基壇縁をかねた石が配された可能性 もある。

溝の北側は、黒茶褐色砂質上が堆積 し、その中に礫が多 く捨て込まれた状況がみ

られたが、時期的には溝よりも後のものである。

今回検出した建物は、発掘区の制約などか ら極めて一部 しか調査できず、その

性格を明らかにすることができなかった。

95-8次 は、既設水道管取 り替えにともなう掘削の立会であるが、当該地は

現法華寺南門前の道路であり、近世の絵図では南門両脇の築地塀に添って巨大な

礎石が数個配列されていて、従来から金堂 もしくは講堂がこの附近に当ると推定

されてきた。そのため水道管取 り替えに当っては特に南門前附近だけは機械を排

して手掘 りにすることを求めて立会 した。掘削は以前の水道管敷設時の掘形を再

度掘 り直 したため.生ぶな土は切れ切れに断面にしか現われない結果 となったが、

東西に 10尺間隔で並ぶ 5間分の掘立柱跡を検出した。 これは中軸線で折返すと

7間 の建物になると推定され、法華寺講堂 もしくはその前身の藤原不比等邸内の

主要建築に当ると思われる。法華寺現本堂の地下でも当初の掘立柱建物を礎石建

てに改作 した事実があり、食堂跡 と推定されている。南門附近の今後の調査が望

まれる。

なお 1次、 5次、 7次 (立会)で は特記すべき遺跡は検出しなか った。 l次 は

法華寺南門推定地 (4次 )の す ぐ南側で地形 も一段下 り、阿弥陀浄土院へ連なる

場所であるが、奈良時代に遡る遺構はな く当時は南へ下る沼状の低湿地であった

ことが確認 された。

Ⅵ 海竜王寺北方の発掘調査 (第95-2次 )

駐車場造成にともなう調査で、調査地は海竜王寺現境内の北に接する水田で、

金堂の北 々東に位置する。検出した遺構は築地 1条 と溝 2条である。

築地 (SAl146)発 掘区南端を東西にはしるものである。撹乱のため 2間

分 しか確認できなかったが、基底幅は 6尺、柱間寸法は 6尺 等間である。

溝 (SDl150) 築地 SAl146の 北 2.8陶の位置を東西にはしる幅約 1.6駒
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の素掘 りの溝である。南岸は遺存状況良好

であるが、北岸は削平を受けている。溝の

堆積上は 2層 にわかれ、下層を奈良時代、

上層を平安時代初期に比定できる。集地 S

Al146の 北雨落溝と考えられる。

溝 (SDl140)溝 SDl150の

北 1597b(心 々距離 )の 位置を東西にはし

る幅 19η 、深さ 12‐ の溝で、大きい自

然石を側 hiに 乾べて護岸 としている。護岸

は北唯では良 く残 っていたが、南岸では発

掘区西端に一部残 っているにすぎない。底

は素掘 りのままで化粧はない。瓦類、土器

類、貨幣、木簡などが出上 し、奈良時代に

E7七。                             M

第 8図  第95-2次 発抑遺構図

比定できる。

この集地 SAl146、 東西溝 SDl150は ともに、現在までに確認 されて

いる平城京条坊区害1の どれとも明確な関連性を示さないが、築地 と東西満のいず

れかが海竜王寺旧寺域北限の一端を示す ものであることは確実であろう。ただ、

両者のいずれが寺域北限であるかについては決 しがた く、今後の調査をまちた

い。

Ⅶ 西大寺の発掘調査 (茅95-9次 )

庫裡増築の現状変更にともない西大寺の依頼によって行なった調査である。

調査地 は、現境内北門西脇で伽藍中軸線上にあり、中大門跡推定地である。発

掘面積は、 33だ と小規模であったため、中大門は発見できなかったが、 4条の

東西溝を検出した。 うち平行に走る 2条 の溝 (北幅 0.5阿 、南幅 12η )は東西

方向の道路の倶1溝 である。北側溝の一部は木樋を用い、その先端はコの字形に石

組 した暗渠となっている。道路幅は溝心 々で 58η あり、西大寺創建以前の平城
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京条坊の坪を画する幅 2丈の小路と考えられる。なお倉J建後も金堂院と塔院を区

画する寺内道路 として利用したとみられる。

この道路は、平城宮西面北門に通じる一条南大路と一条北大路の条間路にあた

り、従来大路規模 (8丈 )に推定していた。しかし今回の調査で幅員が 2文であ

ることを確認し、さらに、検出した道路心と推定西面北門心がほば一致すること

から、この条間路は小路であったと考えられる。
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平城 最_‖ 拷ゞ幾

第 9図 平城京調査位置図




